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朝
日
町
教
育
百
年
の
歩
み

〈
洋
風
建
築
を
取
り
入
れ
た

か
つ
て
の
青
英
小
学
較
〉

（四）

章〉

泊
小
学
校

く校

八
当
時
で
は
県
下
唯
一
の

鉄
筋
校
全
口
〉

泊
小
学
絞
は
、
学
制
発
布
の
翌
年
に
妙
鮪
寺
の
一
室
を

椋
曾
C
充
当
し
て
発
足
し
疋
ガ
、
同
年
暮
に、

い
ま
の
旧

泊
高
桜
の
場
所
に
、
加
賀
濁
の
収
納
米
蔵
を
移
築
改
造
し

て
新
版
吉
を
建
て
、
「
広
明
小
学
枝
」
と
名
づ
け
だ
。

当
時
は
、
泊
町
を
中
山
に
八
刀
村
の
児
童
を
収
容
し
だ

芦
～
め
絞
告
が
狭
く
、
翌
年
じ
草
野
村
に
至
誠
山
尚
子
枝
ガ
開

設
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
二
年
に
教
育
令
ガ
施
行
さ
れ
疋
の
を
機
に

「育

環
小
学
限
」
と
改
柿
し
、
当
時
の
太
政
大
臣
で
あ
っ
疋
三

条
実
美
公
に
揮
篭
を
依
頼
、
以
来
こ
の
肩
額
ガ
大
切
巳
保

存
掲
揚
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
わ
ガ
郷
土
も
新
川
県
か
ら
石
川
県
、
富
山
県
と

名
称
刀
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
十
九
年
に

小
学
校
令
ガ
施
行
さ
れ
、
せ
の
翌
年
に
新
校
全
ロ
ガ
建
築
さ

れ
疋
、
こ
れ
刀
現
在
議
会
議
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
建

物
で
あ
る
。
当
時
、
伏
不
、
高
岡
、
泊
の
三
万
所
だ
け
に

で
き
疋
も
の
で
、
室
町
期
の
層
破
脇
づ
く
り
に
、
舵
鳴
鰐

蟻
式
の
、
当
一
関
で
は
、
鰻
も
近
代
的
な
淫
風
建
築
を
取
り
入

れ
疋
モ
ダ
ン
な
も
の
と
し
て
、
当
時
人
々
を
陸
自
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
明
治
二
十
八
年
に
「
泊
尋
常
高
等
小
学
一
般
」

寸
改
柿
し
だ
ガ
、
大
正
末
期
に
至
っ
て
、
当
時
の
町
長
野

間
仙
之
朗
氏
ガ
、
県
下
に
先
が
け
て
鉱
筋
三
階
建
の
mmg

の
建
築
に
着
手
し
、
工
費
十
八
万
円
余
を
以
っ
て
昭
和
三

年
に
完
成
し
足。

当
時
は
県
下
唯
一
の
鉱
筋
一二
階
建
小
学

椛
と
し
て
そ
の
名
を
と
ど
う
か
せ
疋
も
の
で
、
己
く
か
ら

町
民
の
学
絞
教
育
に
対
す
る
関
山
の
度
合
い
を
如
実
C
物

語
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
昭
和
十
五
年
、
町
立
実
科
女
学
校
を
設
立
、
十

八
年
仁
町
立
泊
高
等
女
学
絞
と
改
称
、
昭
和
二
十
三
年
、

六
三
制
の
実
施
C
伴
っ
て
小
学
枝
高
等
科
ガ
新
制
中
学
に

旧
制
中
孝
授
が
新
制
高
絞
C
編
入
さ
れ
だ
の
で
、
町
で
は

高
等
学
枝
を
置
く
定
一
め
に
鉄
筋
の
小
学
枝
を
提
供
し
疋
。

こ
れ
ら
の
蛮
遷
の
犠
牲
は、

小d

学
枝
ガ
ま
と
も
に
力
ぷ

り
鉄
筋
枝
舎
の
提
供
に
よ
り
目
女
学
校
校
舌
へ
の
移
転
、

中
学
校
新
築
亡
よ
る
中
学
枝
阻
按
喜
へ
の
務
転
な
と
、
間
一
一

下
希
に
見
る
多
く
の
変
遷
を
経
て
き
て
い
る。

本
絞
出
身
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
通
じ
て
活
躍
し

疋
人
物
は
、
陸
軍
中
将
金
山
久
松
、
医
学
博
士
竹
中
繁
次

郎
及
び
昭
和
史
を
彩
つ
芝
細
川
嘉
六
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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町
議
会
の
う
ご
き

開豹I5 I年 7月 I0日
月刊｛毎月 I0日発行J

第
三
国
朝
日
町
議
会
定
例
会

般
会
計
補
正
予
算
及
び
条
例
の

制
定
・
改
正
な
ど
十
三
議
案
を
可
決

…
あ
ら
ま
し

…

徳
一
－
一
回
剖
朝
日
町
園
田
会
定
例
会
は
、
六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
会
期
玉

川

川
日
聞
を
も
っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
O

M

E

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
一
一
般
会
計
矯
正
予
算

（五
千
八
万
三
千
円

山

川
の
繍
正
〕
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
＋
一
－
一
－

EAを
可
決
、
決
定
し
ま

山

川
し
た
υ

川

ー
陳
情
に
つ
い
て
は
、
七
件
の
う
ち
録
択
四
件
、
継
続
審
査
二
件
、
審
睡
眠
未
了
一

川

川
件
の
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

川

第 25I号ひ Iさ

審
議
日
程

あ

－｝
1
3の
L
i
a

s－、uy
q
d十
1

開
会
〈
町
長
悦
策
郎
山
の
品
川

川
及
び
綴
案
説
明
）

本
会
部
融

（議
案
に
刈
す
る
質

問
処
、
町
政

．
般
に
対
す
る
質

問
、
議
案
・
側
約
等
の
り
山
任

委
民
会
付
正
〉

丈
教
厚
生
会

u
h、
州
市
市
住

投
与
・
員
会

総
務
安
門
会

本
会
級
、
安
N
H
K
械
の
（
特

別
役
M

員
会
を
A
T
U

む）

質
問
問
、
討
論
、

岬
休
伏

特
別
委

4

員
会
の
波
鎚

6
月
幻
臼

報広

6
円
M
n

内

3
ヨ
J
R￥
i

’t
J
’J
q
t
rs
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可
決
さ
れ
疋
も
の

V
予

算

・
間
利
五
十
F

作
成
制
日
町

一
般
会
川
鮒

正
予
算
（
締
在
知
五
千
八
万
三
下
円
、
累

計
a

．
ト
削
除
七
千
九
v
n
H
l一
九
万
八
千

円）V
条

例

（
制
定
、
改
正
〉

－
狩
児
休
祭
に
係
る
給
与
等
に
関
す
る
ふ
、

初
v

（向
児
休
業
法
の
制
定
に
作
い
、
百
判
泌

姉
、
保
緑
川
町
J

が
山
政
後

一
作
川
の
川
に

育
児
の
た
め
‘
休
業
の

n，
川
，
を
与
え
た

場
合
、
紛
肘
f
小
J

の
山
川
似
い
に
つ
い
て
、

必
裂
な
事
尉
を
山
止
め
た
も
の
）

－
州
日
町
償
協
き
？
ソ
市
川山川
に
附
す
る

条
例

（
新
川
広
域
間
切
務
制
合
点
部
五
刷
旧
制
の

開
設
に
作
い
、
町
川
H
Iき
？
っ
市
中
の
迎

行
に
関
し
て
、
使
用
の
髄
聞
及
び
伎
町

料
等
の
事
瓜
を
定
め
た
も
の）

・
明
日
町
同
民
健
般
保
険
制
帽
条
例
の
一
部

改
正

（
地
万
税
法
の
改
正
に
よ
る
謀
説
般
低

限
の
改
正
、

一
定
の
所
得
水
準
以
ト
の

低
所
得
者
に
対
す
る
副
社
減
机
縦
及
び
療

養
の
地
加
に
伴
う
似
険
税
不
の
改
正。

こ
れ
ら
の
改
正
に
上

η
、
保
険
税
の

割
合
は
、
前
年
皮
と
比
し
て

一
七

・
七

パ
ー
セ
ン
ト
の
仰
び
と
な
り
ま
す
。
v

v字
の
区
波
の
廃
止

壁
本
新
倒
木
｜
地
改
－H
K減
（舟
見

野
地
区
）
に
お
い
て
、

上
地
改
良
事
業

に
よ
り
、

ヤ
の
川
戸川崎
山
一陀
け
を
す
る
も

の
V
工官’

m負
契
約

－
町
民
総
合
体
向
飢
新
築
工
事

．
林
道
概
山
線
開
設
工
事

．
林
道
三
一
挙
線
別
枝
仁
事

．
椋
道
越
道
線
改
良
工
喫

・
各
選
拳
区
に
お
い
て
還
撃
す
べ
き
県
の

議
会
の
灘
員
の
数
に
閲
す
る
意
見
滋

－
附
和
五
十

一
作
産
米
の
政
附
肉
入
倒
的

等
に
関
す
る
滋
は
川
崎
川

－
地
万
制
度
調
高
U

会
答
中
川
郎
官
飛
に
よ
り
地

万
議
会
の
地
獄
員
の
半
数
改
沼
制
の
削
除
唱

を
求
め
る
嬰
沼
怒
川地
省

請
願
・
陳
情

採
択
に
な
っ
た
引
の

ーい・仁
事
入
札
折
u
h
w先
配
ほ
り
に
つ
い
て

門

V

舵
地
弘
張
に
伴
う
川7
M
H
均
成
終
備
に
つ

い
て
町
の
助
成
を
療
治
す
る
件

マ
松
鳩
町
内
池
山
刊
の
改
良
及
び
、
木
附
聞
の

安
全
細
川
政
び
に
ド
水
路
の
改
設
に
つ
い
て

マ
朗
川
町
欽
仁
業
川
地
造
成
引
業
の
則
成

に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
だ
も
の

。J
巨
人
パ
ス
開
設
に
つ
い
て

ヤ
お
市
計
一
閥
川
途
地
叫
明
か
ら
除
外
し
、
股

用
地
と
し
て
現
状
維
持
に
つ
い
て

審
議
未
了
に
な
っ
疋
も
の

一川・
絵
議
町
公
民
館
新
設
に
つ
い
て

常
任
委
員
長
報
告
よ
り

総
務
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
市
議
を
し
た
川
和
製

い
ず
れ
も
以
集
吋
決
と
決
定

文
教
厚
生
委
員
会

官m議
の
過
創
刊
に
お
い
て
川
内
似
続
に
問
し

矯
税
と
な
ら
な
い
よ
う
同
に
対
し
財
政
的

借
憶
を
焼
く
働
き
か
け
る
越
は
を
付
し
似

案
可
決
と
決
定

産
業
建
設
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
術
世織
の
お
川
市
い
ず

れ
も
阪
祭
司
決
と
決
定

務

特

別

委

員

会

総
合
計
画
特
別
委
員
会

付
託
由
来
件
に
つ
い
て
得
議
を
し
た
鮎
県

当
閣
は
総
合
体
内
似
の
悠
設
で
あ
る
が
、

町
の
将
米
の
脱
税
か
角
川
姑
て
、
そ
の
灼
つ

意
味
は
竜
太
で
あ
り
、
統
合
中
時
y
校
州
出
閣

と
切
り
縦
し
、

ル
外
科
け
州
聞
を
佳
作
叫
す
る
ζ

と

（一
九
月
報
告
）
そ
の
他

一
辿
の
教
符
施
A

片付に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
峰
山
ー
な

線
開
に
お
い
て
険
ー
す
る
ζ

と
を
叶
と
し

た。数

特
別
委
員
会
の
設
置

総
合
計
酬
を
進
め
る
た
め
、
当
一
両
す
る

川
小
学
校
の
問
題
を
早
急
に
寝
袋
処
間服
す

る
必
裂
か
ら
町
当
局
の
咲
ぷ
に
必
え
、
的

小
川
f
校
撚
備
促
進
特
別
手
一
民
会
が
投
隠
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
中
か
ら

融
雪
溝
の
予
算
に
つ
い
て

質
問

パ
月
議
会
で
融
雪
消
に
つ
い
て
岱刷

所
づ
け
、
予
算
蛸
酬
の
見
通
し
が
つ
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
限
定
し
た
の
か。

ま
た
本
町
五
走
路
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
弁

磁
勾
構
に
つ
い
て
は
、
県
と
し
て

は
、
市
野、
f
泊
融
聞
で

と
五五局
し
て
い

る
O

K

1
九
路
に
つ
い
て
は
、
近
く
県
に
お

い
て
も
篇
仁
さ
れ
る
と
い
う
弘
通
し
で
い

る
。

泊
高
校
の
無
償
払
い
下
げ

に
つ
い
て

質
問

郎
一
川
滋
附
に
開
辿
し
、
山
小
岬
十
校

の
問
泌
が
あ
る
。

間
的
尚
校
の
無
償
払
い

下
げ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
統

人
川
中
学
佼
に
つ
い
て
山
氏
に
対
す
る
ピ
1

ア
ー
ル
が
な
い
よ
う
だ
が
ど
う
か
。
間
保

税
は
弱
者
高
伐
州
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ

う
川
に
対
し
釧
く
．
袋
消
す
べ
き
だ
と
以
う

が
ど
う
か
。

答
弁

別
小
の
問
闘
は
雨
入
で
あ
る
。
川

尚
校
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て
は
厳
力
労
力

し
て
い
る
。
ん
よ
施
設
の
熊
俄
払
い
下
げ
に

つ
い
て
は
燃
の
恥
附
も
あ
り
問
題
を
ぶ
つ

め
な
が
ら
進
み
た
い
。
阿
保
税
に
つ
い
て

は
．
金
凶
の
内
治
体
共
通
の
こ
と
で
あ
り

今
後
と
も
強
く
川
町
消
し
て
い
く
。
統
合
小

乍
校
の
ピ
1
ア
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
巡
時

一必
切
に
進
め
た
い
。

災
害
の
危
険
箇
所
の
対
策

に
つ
い
て

質
問

俗
雨
別
で
あ
り
災
山
内
対
策
は
万
全

2 (2) 
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会会会献 ・f・ し l と急 とる 、 て係幣 い
のの次さ年 も処話。 い L・lえる

－ー－・・.... ’－ ...・・、、，・・...－、．．．・・、園，・．．．．’句、．．・・.＿，’・．．．．・、、．・・・・－・．．．・、、－・・・...’‘・．．・・、h，・・．．．，，、．．・・－、．，・・．．．’旬、

·~ 金資す閥 恐なと あ き 人
こて＇ I：け金国 法 制格るにそれど、しりちゃ！遁
れ い吊てや民 定 l支をーっこがの障かまん、民
らる保い低年 免 のつしいであ給害しすと m！年
に と護る子金 除 大けくて、り付年、。納収金
~き法と〈の き よ み 、 納 ま を 金 保 め人の
叫 にき準闘 なうを 「 め ず 受 や 険 る の 被

i t 7君 宮守告患~ 0 ~争ャ 2会長
人生）〈訟でる、が！とと ff.＂どのあ f.・
lま di 福・ す の 紛 の の と '.V納 で η に

扶 fil降 、が付納で が、め き、は
llJJ 年湾 、を付き で .J€: て な似
を金福 岡受をな ぎ齢い い 険 熊
受を社 民け免いな年な人 ：M綴
け受年 午る除問 い てiそい も ぞ の

・・ M 15 I号 ー 昭和） I年 7~・I 0日
月刊 ｛毎月 I0日縄行Jひさあ報広昭和32年 SJt 8 a ．’8 3 ..使悔巴町

早保 Iウ

尚之
2み
辰ん
高年
｜ま釜

訟倫健一f議員

脳
出
す
る

Ill阿政次議員

「一捨てずにまとう清掃車 － I 

」一一町土美化推進運動ー_J

期間 7月10日～8月10日

午前If¥代Fσ〉向上とともに、在、たちの！時間

から出る：I’そが年々急思してお、ります山

町では、これらに対処するため. .l’i収

集守~；定を昭和49年度から令：町完全収集にし
ていますけ

しかし、小河川、耐店、 用地など公民の

場所は、カ’ラスピン、空カ ン、家尽の解体

物などの不法投策があとをたちませんcこ

のためIHfの所々では、ゴ ミの捨場化し、ゴ

ミのiiiとなっていま言。

これら廃棄物によるf'I然環境のめtねをな

くして、自然の保混ときれいな環境をめざ

しましょう。

郷 l：の美化運動に協力をお願いしますの

Q町土美化運動事業。

［＞住民の美化実践活動の雄進

仁〉広綴活動による美化！以赴！の川匁｜御広

C>不法投棄パトロー／レ活動の展開

じ〉満州事業の推進

踊ft降、係員

ζ

と
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
川
が
終
る
ま
で

～

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
れ

，

V
命

館

聞

免

除

）

．
日
川
得
が
な
い
と
容

－
Mm保
険
者
や
、
そ
の
似
恨
の
人
が
生
活

（

保
護
法
の
朕
療
扶
助
を
受
け
て
い
る
と

）

き
－
踏
出
向
者
や
、
寡
婦
で
年
一聞
の
所
得
が
七

九

卜
万
円
以
下
の
と
き

－
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
卜八
へ
ん
閤
緩

～

な
と
き

～

こ
の
ほ
ど
富
山
県
町
村
議
会
議
長
会
臨

乙
れ
ら
に
ぷ
占
有
す
る
人
は
、
じ
月
中
に

）
時
総
会
に
お
い
て
、
朝
日
町
議
会
議
長
削

免
除
の
手
続
を
す
る
必
袋
が
あ
り
ま
す
。

、
弁
栄
氏
が
、
自
治
幼
労
者
と
し
て
表
部
W

惑
追
納
で
免
除
期
間
の
穴
埋
め
を
ρ・
い

さ

れ

ま

し
た
。

免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、
普

〕

過
に
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
一二
分
の

一
J
J

に
減
額
き
れ
ま
す
の
で
、
在
船
年
金
の
額

（

も
ぐ
ん
と
少
な
く
な
り
ま
す
o

’

返
納
は
、
十
年
前
の
分
ま
で
、
さ
か
の
ハ

ぼ
っ
て
そ
の
当
時
の
保
険
料
紺
で
納
め
る

戸

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
大
へ
ん
宵
利
で
川

す
。

、

今
ま
で
に
、
免
除
を
受
け
た
万
も

「
追
h

納
」
を
利
用
し
て
、
将
来
に
備
え
ま
し
ょ

）

ぅ。

）

富
山
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰
の
栄

；百

井

栄

氏

ふ
る
さ
と
の
家
の

折
谷
さ
ん
に
感
謝
状折谷隆ーーさん

（制IU

ありがとうふるさとの味

昭
和
同
十
七
年
に
県
ト
に
先
が

け
て
「
ふ
る
さ
と
の
家
」

（本
山
時

五
月
号
、
第
一
．問
九
号
に
紹
介
）

を
臼
・
宅
に
問
泣
さ
れ
、
以
来
四
年

間
、
県
外
出
身
の
若
年
勤
労
者
に

「
家
庭
－の
味
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

て
と
ら
れ
た
針
谷
降

一
さ
ん
（

笹
川
）
仁
、
こ
の
ほ
ど
、
負
路
公

共
磁
世
帯
安
定
一
助
か
ら
感
謝
状
が
附

ら
れ
ま
し
た
。

折
作
さ
ん
は
、
年
九
州
、

一
、

江
、
九
月
を
除
く

M
川
第
一一一
川
躍

に
、
口
市
爪
紡
鎖
的
仁
場
、
東
洋
紡

梢
人
選
．
1
．場
、
山
川
［
栄
市
川
に
働

く

u－
f
従
業
倒
を
1
Q
h
ず
つ
’
H
包
に
ω引

き
、
爽
さ
ん
の
手
づ
く
り
の
料
珂
を
昧

・
れ
い
な
が
ら
の
問
ら
ん
や
、
た
し
い
佐
川

渓
谷
の
散
策
、
ま
た
折
谷
さ
ん
得
放
の

来
焼
づ
く
り
を
共
に
楽
し
む
な
ど
、
本
当

の
家
紋
同
僚
の

一
一
け
を
泊
C
し、

A
F
で
は

速
く
故
郷
を
離
れ
て
働
く
少

K
述
の
第
．

一

の

「
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
制
し
ま
れ
、
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

(3) 

老
人
医
療
費
受
給
者
証
が

更
新
さ
れ
ま
し
た

ー

l
七
月
一
白
か
ら
｜
｜

きいた僚 同 は
い簿 。 をか六~
。緑ま受ら月℃ジ
色 た け は 三 樽
の、てず「十 緑
命県いし臼色
＼どノ単たいでの
資主主だ JUL然老
絡 flil！く色効人
;}IE I受 こ の と 砂t
1...: j溢と さ変 な縦
更用に絵 η 貨
Y打者な者、受
しもり証七給
て新まで月者
！としし診 一 説

な
お
、
社
会
保
険
加
入
の
方
は
、
あ
と

し
ば
ら
く
の
閣
役
場
で
お
践
し
す
る
請
求

書
を
医
療
療
関
へ
挺
出
し
て
下
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
制
度
発
日
比
以
米
の
阪
熊
賞

の
仰
ぴ
は
苫
し
く
、
凹
十
八
年
度
の
老
人

一
人
当
た
り
年
間
助
成
償
問
．
、

二

一五

円
が
五
十
年
度
に
は
五
六
、
一
二
五
一一
一円
へ

と
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
培
、
助
成
総
額
に
お

い
て
も
問
問
パ
ー
セ

ン
ト
相
の
じ
九
、
五

一
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
G

い
う
ま
で

も
な
く
医
療
貨
の
伸
び
は
保
険
料
糟
と

一

般
財
源
（
町
民
税
等
）
の
文
川
治
と
な
り

ま
す
。

－
人
ひ
と
り
が
適
切
な
診
療
を
受

け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
”
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幹－~ 戸こ話事；
<6/27好評を博した不用品交換会〉

会場には、衣類、家具、 El用品、スポーツ・レシャー

用品など 1.300点が一常に展示され、午前10時の開場と

同時に約200人の買物客が殺到、午後41！寺の終了まで、

しめて買物容950人、 がj1.000点で総創21万円の売り上

げとなり、日）：ffをff'i以上に上！日Iる峨況ぷりでした。

ひ…一号一第 25 I ~ あ

f
O
 

〈

仏

γ幻

お
佐
川
と
女
性
的
な
山
と
し
て
ん
に
閣
に
知
ら
れ
て
い
る
制
打
店

の
山
開
会
は
、
校
山
愛
川
町
家
や
関
係
者
な
ど
約
一

O
O人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

霊
山
墓
地
兆
又
で
入
山
式
の
ゐ
と
、
必
X
川
ヘ
イ
ワ
ナ
を
脱
出
．

し、

一
同
雨
の
中
朝
臼
小
限
へ
山
い
ま
し
た
。
小
尾
前
で
は
、
な

山
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。、‘A陶‘句

さ

朝
日
岳
山
開
き
〉

報一 広
昭和32~ B月 8ll 
鰐 3• ，郵便物認可

A

フ
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（
第

期
八
刀
〉
と

親子そろってヨーイドン〉

「思．起き！ νーコングで健康づくりをjとはじめての

Jじろう合がスタートしましたd

コースは、｜円同i邑伯病院1iiJ～集車野！掲の｛主｛短絡で行わ

れ、出まった人は、小学 l'if'I：から70歳近いお年寄りま

での JI;(','男女約90('j、 611!jきっかりのピス I・ IVを0f<:<J
に、！よ（＼、おも1、d】メピーI－.；：：：正＇・J1.000 iート／レ1・’J山むし
. j;した

く6/13

。
、
，
ノ

た

日

ノ

《
叫
d

川

’1L、

ハH
u

m

＼
／

ま

一

’E
・
れ

α
川

4
H
C

ヲ

手

白

川

L

’a司

、，a

山

関
口

行

凡

市

川

制

服

の

と

き

相

手

の

氏
h
e
u刊
の
っ
た
人

E
F

f
t

f

H

 

！
：

i

l
 

－－

u
t削
川
が
雌
婚
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
、
刈
然
に

’

i

、

1

・

川

州

れ

湖

…
紡
Mm仰
の
氏
に
も
ど
る
ζ
と
に
な
っ
て
い

一

づ
一
戸
川
…
ま
し
た
ψ

し
か
し、

ζ
れ
で
は
社
会
生
活

プ

む
ヂ
（
…
の
上
で
一
千
使
を
感
じ
る
人
も
あ
り
、
特
に

，F
ヨ

駒
内
引

1
．

川
犬
の
氏
を
名
の
る
安
が
多
い
現
状
で
は
、

i

i

i

 

？
川三
－O
L
…
妻
だ
け
が
不
利
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

日

を

ゆ

ベ

ま

川
す
－u

ン

ペj
～

日

リ

川

竹
川
・
ス
印
一
川
あ
…
そ
ζ

で
、
婦
人
の
地
位
の
向
上
を
阿
る

／
／

一
主

d

t

J
h
り
シ
出
一
で
い
川
た
め
、

こ
の
ほ
ど
民
法
が
改
正
さ
れ
、
六

／
＼

昨
川
技
世
山
月
卜
五
日
か
ら
は
希
望
に
よ
っ
て
、
陳
掛

ぶ

一
川
町
一
叫
川

プ

が

…
の
口
か
ら
一．．

 
か
月
以
内
に
閉
山
を
す
れ
ば

川
勝
熔
前
の
氏
を
お
の
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

山
し
た
。

．

ま

た
、
本
年
三
月
十
冗
日
以
降
に
撚
婚

川
し
た
人
で
、
既
に
締
姻
前
の
氏
に
も
ど
勺

川
て
い
る
へ
も
、
本
年
九
川

l
．h
け
ま
で
に

川
店
山
を
す
れ
ば
、

－m郷
小
に
仇
し
て
い
た

川
氏
を
れ
の
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

(4) 

離
婚
し
て
も

離
婚
前
の
氏
（姓
）
を

名
の
る
こ
と
が
で
き
ま
す

く
わ
し
い
ζ

と
は
、
役
場
校
民
球
へ
と

川
う
ぞ
け老

人
福
祉
電
話
を
設
置

こ
の
ほ
どいハ
十
五
段
以
上
の

一
人
科
ら

…
し
巨
人
を
対
象
に

「
老
人
制
Mm泡
話
」
を

川
十
台
設
院
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
在
人
の
狐
独
感
を
利
ら
付
る

…
と
と
も
に
関
係
機
関
と
地
域
住
民
の
協
力

川
寄
付
て
、
安
併
の
確
認
、
相
談
、
刷
会一
川匂

川
を
行
う
も
の
で
、
以
以
「
の
U
M
々
か
ら
わ
人
盛

山
ち
ょ
う
じ
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
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一一国鉄泊駅一一

太陽の季節、臨時列車を利用して

楽 しい旅を満開興して Fーさいの

惨季節列車 （毎日運賃；）

し
原
の
く
み
取
り
依
頼
は

早

め

に

支
払
い
は
衛
生
券
で

第 25 1暦ひさ

V
衛
生
券
販
廟
判
所

あ

川
明
円
町
山中
山
ヘ
般
協
の
各
え
一
川

犬
家
伎
農
協

日
向
精
納
漁
協

十
一
居
尚
山
（
ぃ
米
一下
町
）

大
平
商
店
（
上
道
ト
）

事事広

「夏の季節・臨時列車の「

」一一一お知らせ一一一J

昭和32'1'S月 8日
第 3種 郵便物富司

固
定
資
産
税
（第一

的発611寺44分糸魚川ii

（急行 -"!JLI 3号）

・下り

折
戸
尚
店
（
υ
M
W
）

川
明
日
町
役
場
窓
ハ

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

一、

林
道
越
道
線
災
害
復
旧
工
摩

工
事
費

二
（

δ
万
円

工

期
五
月
二
十
じ
日

t
六
月
！
日

延

長

門

じ

米

何
刷
員

J

，
・
六
米

ニ
、
朝
日
町
民
総
合
体
育
館
新
築
工
恵

工
事
釘

一J
M
m
山
ハ
じ

O
O万
円

仁
川
別

u
ハ
片
．
．
 

十
九
日

t附
利
行
卜

二
年

E

e

月
－
－
十
八
日

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
出
一
騎
建

一

断

一
、
六
六
八

・
四
二
平

μ米

二

断

て

い

ハ

パ
六

－
J
J
平
ん
米

キ
キ
ラ
リ
l

凹
三
四
・
八

O
V’
万
米

＝一
、
林
道
三
峯
線
舗
装
工
事

工
事
費
一

一
じ

O
万
円

－L

期
六
月
二
十
九
日

t
九
円
．

｜

円
以一

O
九
七
米

延

長

A’j発 81時間分大阪行

（急行立ILI 1 ~ ;-) 

泊終選fl411日8分の列車糸魚

川駅まで延長（泊発14il与35

分、越中宮附着14時41分）

惨海水浴臨時列車

・上り

・下り

泊始発15時47分の71J>4!X:.C白

川｜的発に盆更（泣斗l'/'1;碕発

15時41分、 iFlは変わらず1

（ド灯、上りとも7月18円から81J 

8 fl£で毎H運転1

吋

JI
 

－
 －

 

一
期
八
刀
）
の
納
期
で
す
。

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

附

員

同

・
0
山本

四
、
林
道
槻
山
線
開
設
工
事

仁
事
館
一
二
六
じ
り
万
川

U

川，

－、
i
iJ

・
’
U
T
I

－
争
i
d

－

－

a

J

｜

！
ー

l
l
p

，f
，I
J

e

j

i
－

－
J
 

延
以
一
九
バ
パ
米

州制

員

阿

・
0
米

五
、
林
道
越
道
線
改
良
工
事

工
事
後

一
（けいの
山
川
川

”州7

．、
4
1
’・・・’
u
l
，
flu
B
I
d

－

l

l

a

－

－

－

｜
 

命
E

，
，
〆

E

『’’

a

叶，r
．．．
 
，

』J
’z
t
’

円川じ
e

－米

円

・
0
米

出rll延

Le¥長

狩
猟
者
講
習
会
が

聞

か

れ

ま

す

初
心
出
台
川
村
山
州
議
何
人
口
が
、
政
の
と
お
け

開
催
さ
れ
ま
ず
か
ら
品
川
川
市
れ
は
、
お
中
山
一

み
ト
さ
い
。

，vnη
’1

・L
1
J
T
U
ti

－

－

a

．．
 司
け
M
u
za
『
十
4

e

，Je
E
J
S
，Js
e
s
－
－
41
2
4
1

・
を
せ
一
仁
l

‘，川
寸
、
t寸－－

lη
，

f
i
J
f
j
H
－

f
 

－
潜
旋

午
前
九
時
：
・
卜
分

t
’ト
後
以

し
γ
J

V
人
広
場
県
民
会
即
・

J0
4い
つ
本

V
受
講
科
什

・
幻
猟
に
関
す
る
法
令

可閉店

砂その他

/['j発21時54分上野n-
（；急行越前51号）

泊発31f寺02分間JI：行

（急行総fiiJSI¥}) 

I 7月24臼から 8月7lてlまで及び

8月16H・17l:l i盤町；1

その他、 夏の｝訪問中臨時刈•t{Ul運

転や、変更がありま可からil'IW-~ （管

3 -0061）へお問い合わせ下さい

・下り

• 1－り

夏場を迎え悪臭追放

ゴミ収集に協力願います

乙れからHJ.¥11しにlパくなりますが

出lの美化と、コ’ ミの！経央iii（炊のため

次のことにfflRまされ、：J’そのll¥I.fJ~に

WiJJをお願いしますれ

• :.i＇ミは必ず災に入れること

－燃える物、燃えない物を必ずいりlj

すること

j’~ ＇ま』必ずJl\I.リ、｜｜に、 iJとめらIti：こ

句、初Hi目iJi）［へ,'l＿＼すζ と

・多駄にj'I J ~仰やコ＇： がIllた助｛Iは、

燃える物iま？r'iJ、1！センF へ、燃え

ない物は、Illfの指／］~~ うりて不燃

焼物附場へ持参のこと

. ・m大コ’： （テレビ、洗たく機、 l'I
: 1j~； 1説、 IJ位制限等）はH・iJ~ィ、燃焼物

： 拾場へ持参のこと

；惨l猪司Z物でおこ二まりI})J Jは、 fH己採

: へ十日淡似います。

・
竹
山
川
州
問
似
の
判
別

．
川
州
民
の
山
刷
版
い

－
猟
什
り
の
実
絞

V
受
講
巾
込
み

－
九
月
・
日

（
十
心
ま
で
、
川
阿
川
川
崎
京
日

減
へ

－
J
l
汀
の
受
滞
山
中
し
込
み
は
で
き
ま
仕

－
U
 

－
小
し
込
み
の
際
、

印
銃
、

J
f
ウ
版

山守山
H

一
uM、
受
況
判
を
什
参
し
て
ト

キ
J

、
：
L
 

V
川
J

、
講
料

・
47

キ
ス

↑

代

ぶ
uO
一V
川

－
g
山
県
収
入
川
紙
代

・
；
パ
、（

J

げ
川

V
そ
の
他

－
事
記
用
ハ
（及
び
中
段
を
持
参
の
こ
と

．
市
山
中
川
終
F
j山
後
市
ド
ペ
ル
及
び
だ
技
ぷ
験

を
行
い
ま
す
ο

『｜

安
定
し
た
待
遇
と
楽
し
い
生
活
」

「
l

l
自
衛
官
採
用
ーー

－

u
h
J
h

し下バー

十
八
級

i
－
－i
行
政
本
備
の

均一
f

九
日蹄
聞
の
田
原
高
技
術
取
得
が
で

き
る
ほ
か
、
ヒ
級
学
校
進
学

が
可
能

初
任
給
七
一
二
、
七

0
0円

（
五
十
二
ゆ
ベ
ス
ア

ァ
プ

、，・ v 
資 受

マ
特

で
給

絡 fl山
間’J 

中
込
先

予
定
）
ボ
ー
ナ
ス
仰
や
で
白川

（バ

・
．
，
か
川
〉
、
任
問
州

f

ul
 

削刷
引
町
総
務
線

（
密

二
｜

一
O
O内
線
二
｝一）

日
術
隊
市
山
地
行
迎

wmm（

雪

O
じ
六
問
｜
間

一
｜
一．一一
－

七
．
）

う
っ
と
お
し
い
陶
雨
情
が
過
ぎ
る
と
、

す
ぐ
土
用
に
入
り
、
お
伐
も
お
前
と
な
り

ま
す
が
、
例
年
こ
の
附
則
に
な
り
ま
す
と

し
以
の
く
み
取
り
派
引
い
が
、
お
伐
前
の
八

月
十
日
前
後
に
化
、
山中
し
、
し
ぼ
処
矧
批
判
の

投
入
間
ゃ
、
く
み
取
り
業
省
の
巡
隙
能
均

等
も
あ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
4
m
q一
に
応
じ

ら
れ
な
い
の
が
災
状
で
す
。

本
化
・
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
く
み
取
り
を
希
噂
さ
れ
る
ん
は
、
日
中

め
に
川
明
日
術
作
社

（雪
・
。
バ
八
五
）

へ
巾
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
み
取
り
料
の
支
払
い
は
、
必
ず

街
化
券
で
お
鮪
い
し
ま
す
。
術
パ
』券
を
お

持
ち
で
な
い
門
家
の
く
み
取
り
を
断
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
f

」
白
宣
胤
い
ま
す
。

め
v

体
協
だ
よ
り
ふ物

第
二
十
二
田
町
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
成
績

（
バ
月
三
十
日
間
高
校
グ
7
ン
ド
）

準
決
勝
泊
二
区

6
1
0
ト
人
家
庄

山
一
一
区
8
1
6
泊
三
ほ

山

勝

前

二
区

6
1
2
約

一
円以

第
二
十
六
回
ニ
市
一
郡

中
学
駅
伝
競
走
成
績

（
六
月
一－一卜i
日
）

Mwi
入
替
問
中
二
似
｜
州
問
中
A

J

－
w
l入
品
川
中
A

阿
佐
l
入
・お
山
l
B

石
位

l
小
川
中

第
五
回
朝
日
町
朝
間
野
球
大
会

（
六
月
三
十
日
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
）

決
勝
戦
中
央
農
協

4
1
2
三
太
ク
ラ
ブ

(5) 

3 
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朝
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

全
日
本
ク
ラ
ブ
力
ツ
プ

大
会
へ
連
続
出
場

で
、
朝
円
バ
レ
ー
が
i
W

7
uノ
ゾ
が
け
柏
山
ド

催
勝
を
飾
り
、
八
月
・
・
十
．
け
か
ら
十
八
阪

府
で
行
わ
れ
る
A
K
同
大
会
に
日
山
県
代

表
と
し
て
川
場
す
る
と
と
に
な
り
ま
し

た
ο川明日

ク
ヲ
プ
は
、

前
年
に
統
さ
、
連
杭

．． 
同
日
の
八
k
出
火
炎
川
場
に
な
り
友
ず
。

六
月
二
十
日
、
魚
隙
市
民
体

η加
で
行

わ
れ
た
約
一一
間
ふ
れ
日
本
九
人
制
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ヲ
ブ
カ
ッ
プ
大
会
－
M
山
県
F
選

! Jt究
i！し

:-J 催巳

磁
山
留
者
手
帳
の
交
付
、
医
療
、
補
袋
民

の
交
付
・
修
理
な
ど
、
身
体
鮪
害
者
の
更

生
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
肢
体
f

小
山
市
、
聴
覚

障
山
内
の
万
の
診
察
が
あ
り
ま
ず
か
ら
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

V
R

時
じ
月
・
・
十
，

H
（
収
）
午
後

－
時
か
・
り
午
後
四
時
ま
で

明
円
町
術
M
M
セ
ン
タ
ー

• ，ぇ．、

場

惣
北
陸
こ
ど
も
博
覧
会
が

開
か
れ
ま
す

H

あ
す
を
ひ
ら
く
親
と
子
の
仏
国
制
H

を

メ

l

ン
テ
ー
マ
に
、
日
山
県
、
県
高
間
工
会

迎
九
日
会
、
県
川
別
人
公
、
山
山
新
聞
H

れ
な
ど

の
共
催
に
よ
り

「
北
開
こ
ど
も
問
覧
会
ー

が
聞
か
れ
ま
す
。

V
期

間

七

月

イ
ト・
h
H
か一
り
八
月
一
．

十
九
日
ま
で

高
岡
市
域
公
欄

• ノ、．
r、

場

mm
富
山
県
力
プ
ラ
リ

i
が

朝
日
町
で
開
か
れ
ま
す

「
小A
陥
と
械
と
山
崎
し
を
デ
l
マ
に
、
第

十
附
篠
山
県
カ
プ
一ソリ
ー
が
、
例
日
町
に

お
い
て
聞
か
れ
ま
す
。

，v国別
1

1

1

、斗
3

－1
1
、．，
P
1
1
5
1
、1
4
1
J

・・1

制
引
例

，
P
L

Z，
f
E
ι

’
一
’’s
a

t

・
f

’t－
r
ι
F

、

V
会

場

県

－

q
H然
公
閥
以
山

一
部

な
お
、
第

一
一日
日

（一

日
）
に
は
、
午

後
四
時
J

－i
分
化
火
を
合
間
に
、
ち
び
っ

こ
十
八
行
進
が
、
町
の
小
心
部
を
ま
わ
り
、

似
災
一
r
l

マ
で
あ
る

「
卜八
V
H
行
列
」
を
り

い
ま
す
。

移
ス
ポ
ー
ツ
行
事

V
白
馬
岳
・
朝
包
応
登
山
会

期
日
七
月
二
十
四
日
（
十
）

二
十
六
日

（月）

コ
l
久

泊
駅

t
山
科
十八
地
駅

t内
白鳥

大
池
小
脳
（
宿
泊
）

t
山
潟

戸川

t
朝
日
－
h
t
朝
日
小
尾
（

宿
泊
〉

t
兆

x
t小
川
師
団
収

一
応
揚
（
解
散
）

会

費

八

、

0
0
0川

集

合

二

十
四
日
午
前
六
時
十
五
分

約
駅

申
込
先
朝
日
町
教
育
委
員
会
内

朝
日
町
体
高
同
協
会
事
務
局

（官
．l
一一

O
四）

V
第
十
八
同
町
民
点
泳
大
会
殺
第
八
川
小

中
学
校
水
泳
44録
会

期

日

八

月

，

H
〈什
）

会

場
側
川
町
常
ゾ
｜
山Y

V
早
川
起
き
定
ラ
フ
ム
バ

期

日

八

月

一
円
（
け
）

集
合
泊
病
院
前
午
リ
川
バ
附

．．
 

｜
分

V
第
卜
五
回
朝
日
町
民
体
高
同
大
会

期

日

十

月

二
十
問
日
（
日
）
刷
ベ

の
場
合
十
月
一
－
－
十

一
日
（什）

朝
日
町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド

会

場3

朝
日
町
普
意
銀
行

社
会
福
粧
の
地
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
脅
窓
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
仙
申
し
あ
げ
ま
す
ο

参
万
円
山

小

吏

松

下

弘

殿

私
の
家
は
全
員
削
間
山
川
で
働
い
て
お
り
、

4 

家
庭
も
円
満
、
子
供
述
も
年
寄
り
夫
婦
を

大
切
に
し
て
く
れ
る
ほ
か
、
近
所
の
皆
様

も
よ
く
い
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
幸
せ
な
種

目
を
送
っ
て
お
り
ま
す
ロ

わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
社
会
の
恵
ま

れ
な
い
人
達
の
た
め
に
役
京
て
て
下
さ
い

と
持
参
存
れ
た
も
の

管
万
九
千
円
也

錦
鯉
愛
好
会
代
表
井

口
憲
亮
殿

社
会
の
恵
ま
れ
な
い
人
追
の
た
め
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の

衣
類
七
十
二
点

荒

川

大

和

嘉

次

雄

般

社
会
福
紙
施
設
の
必
ま
れ
な
い
人
述
の

た
め
に
役
立
て
て
ド
さ
い
と
持
参
さ
れ
た

も
の

参
千
円
也清

水
町

寺

崎

文

郎

殿

交
通
事
故
関
係
に
協
h
M
し
た
謝
H

内
金
を

社
会
福
祉
の
精
進
に
役
－U
て
て
ド
さ
い
と

持
参
さ
れ
た
も
の

(6) 

V
大
家
圧
小
学
校
へ

大
家
庄
小
学
校
筒
成
会
か
ら
児
車
問

郡
一一
，l
二
間

V
南
保
小
学
校
蛭
作
分
校
へ

続
仰
げ
分
校
P
T
A
（代
ぷ
M
松
川
州
事
子
氏

）
か
ら
応
僚
七
ソ
ト

．
式

V
宮
崎
小
学
校
へ

出
崎
、
竹
勝
繁
間
川
氏
か
ら
キ
ャ
ン
プ

別
テ
ン
ト
五
張

官門
附
槌
木
新
市
氏
か
ら
i
s

一ブ

ン
ペ

y

ト

一
本

V
小
川
中
学
校
へ

小
川
中
学
校
後
陵
会
か
ら
ソ
ア
ッ
ク

ス
一
六
、
淑
子
コ
ピ
l

．h
H
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－
境
保
育
所
四
十
九
年
度
以
中
園
児

“
向
か

ら
境
保
育
所
ヘ
タ
オ
ル
ス
タ
ン

ド

一

台
、
ポ
l
戸
ス
タ
ン
ド
一
台
、
毛
ノ
ブ

ロ
γ
ク
一
セ
ッ
ト
。

－
廃

五
十
年
厄
年
一
同
か
ら
境
保
有
所

ヘ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
ム
n。

－
境
保
育
所
五
十
年
度
母
の
会
か
ら
境
保

育
所
ヘ
カ
l
ベ
ノ
ト
三
枚
。

－
境
保
首
所
．
五
十
年
度
不
闘
児

一
一
川
か
ら

境
保
育
所
へ
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
二
例
u

－
宮
崎
嗣
谷
九
左
衛
門
氏
か
ら
宮
崎
保

育
所
へ
山
・
太
政

一
台
、
ス
F
ン
ド
レ
コ

ー
ド
ヶ
l
ス
一
問
。

・
山
内
崎
町
内
会
か
ら
宮
崎
保
育
所
ヘ
メ
ロ

ヂ
ィ
オ
・
〆
．
側
、
ハ
ン
ド
ウ
ァ
ト
シ
ン

バ
ル
一
台
、
小
トA
政
及
び
ス

F
ン
ド
一

、10
J
6
 

・
宮
崎
保
育
所
五

l
年
度
不
園
児

一
同
か

ら
宮
崎
保
育
所
へ
色
紙
幣
閥
抗
概
一
山
円
、

ピ
ア
ノ
の
碕
子
一
刷
。

－
笹
川
保
育
所
五
十
年
度
母
の
会
、
依
川

π十
年
度
町
内
会
か
ら
笹
川
保
高
問
所
ヘ

ト
ヲ
ン
ポ
リ
ン
一
台
、
身
長
計
一
針
。

．
笹
川
保
育
所
百
十
年
度
防
の
会
か
ら
笹

川
保
育
所
へ
修
一
郎
捌
．
台
、
カ
ラ
1

フ

1
7
一
セ
ッ
ト
。

－
泊
東
部
保
育
所
五
十
年
度
以
下
副
児

一
閃

か
ら
泊
東
部
保
高
円
所
へ
ま
ま
ご
と
七
γ

ト
阿
セ
ッ
ト
、
ま
ま
ご
と
サ

ー
ク
ル
一

七
γ
ト
、
時
計

一
例
。

・
泊
東
部
保
育
所
父
母
の
会
か
ら
泊
東
部

保
育
所
へ
ユ
ニ

ッ
ト
ワ
ゴ
ン
一
台
、
ラ

イ
タ
ー
メ
イ
ト
一
一
A
口、

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ン

心

温

ま

る

寄
贈
の
数
々

朝
日
町
各
地
区
の

保

育

所

へ

広

グ

一
セ
ソ
ト
、
プ
ν
l
如
、
l

一
台
、

－
泊
中
部
保
育
所
五
十
年
度
不
闘
児
一
向

か
ら
泊
中
部
保
育
所
ヘ
テ
ー
プ
レ

コ
ー

ダ
ー

一
台
、
ポ
l
タ
．
7
w
七
ムH
O

－
蔵
野
篠
田
川
本
氏
か
ら
．内
部
保
育
所
へ

カ
ー
テ
ン
一
式
。

－
西
部
保
育
所
百
十
年
度
不
倒
山
一
一
川
か

ら
西
部
保
育
所
へ

マ
ッ
ト
二
枚
。

－
草
野
泊
分
市
郎
氏
外
一－－unか
ら
凶
却

保
育
所
へ
紙
芝
居
繋
恩
給

一ム
u
。

・
阿
部
保
育
所
五
十
年
度
吋
の
会
か
ら
州

部
保
育
所
へ
ピ
ア
ノ
カ
パ
l
一
役
会

－
桜
町
保
育
所
五
十
年
度
内
ゅ
の
ム
九
れ
か
ら
綾

町
保
育
所
へ
こ
い
の
ぼ
り

ポ
i

b

F

一

本、

ジ

ャ
ン
．ホ
カ
ヲ
l
プ
い
ッ
ク
て
セ

，
卜、

ソ
フ
ト
プ

μ
ッ
ク
｝

セ
マ
ト
3

・
岐
町
高
桜
林
松
氏
か
ら
後
町
保
符
刈

へ
熱
併
魚
の
・ぷ
附
．
七

ヴ
ト
0

・
間
保
保
揖
河
川
川
パ
ト
年
度
以
r
附
児

一
一川か

ら
一
間
保
保
育
所
ヘ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
一

九日。
－
摂
谷
町
内
会
、
小
川
保
育
川
－
九
十
年
度

ほ
の
会
か
ら
小
川
保
台
所
ヘ
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ

一
白台
。

・
山
崎
保
育
所
五
十
年
時
ほ
の
会
か
ら
山

崎
保
育
所
へ
幻
問
機

．
打
。

・
山
崎
保
筒
所
一
九
十
年
成
不
附
山

一
川
か

ら
山
崎
保
向
川
へ
f
L
I
L
T
－－

品川
0

・
大
家
庄
似
耐
同
所
内
ト
ペ
・
開
卜
九
年
度

内
ゅ
の
会
か
ら
卜
八
家
町
保
市
円
川
へ
保
育
整

理
捌
一
一
台
。

－
大
家
庄
保
育
川
州
ト
九
年
戊
不
嵐
山

一

向
か
ら
大
家
同
保
高
門
所
ヘ
ス
チ
ー
ル
木

棚

一
台
。

・
山
人
家
庄
農
協
か
ら
卜
八
家
陀
以
内
川
へ
折

た
た
み
附
子
十
て
脚
u

．
大
刷
系
庄
川
旅
両
円
川
．
九
｜
年
皮
川
のん

V

ハか
．～つ

大
家
庄
保
』
付
川
ヘ．
ι判
た
た
み
的
f
十
d

十

“H日山
v内

“Hu
P
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；｝.＇；ん （決められた日時に受けられない方は1
最寄りの会場で受けてください。 ／ なめ保健

月〉く7

｜血圧検診
福祉センター l午後 1:30～ 3:00 

血圧検診
t「後 3:00～ 5:00

考対象地区

荒川11～5丁目
末広町、上 1ar 
本町

l~－竺主且竺J _
I 22(;t) I ~~f1 1 ~：：自～ ｜

時業事

純 15歳以上結級住民検診
結

辻岩崎、越
坊、細野

26（月）｜午後
3:00～ 5:30 

（勤め人を除

血圧検診
午後 1:oo～ 3:00 

山崎小学校

戦工会館
中 町、ー十
四町

全地区
（未受検者）

町

く。）核

予

防
補祉センター

一
一
ー
ー

令：地区
（未受検者）

ニE 地区
（ヰミ受検者）

｜ ｜午後
5（木）｜

I 3:00～ 7:00 備 15歳以上

月〉

結

悠

予

防

く8

診b
Mヘ

ル
A
1民

ト
併
し

，r－B
 

む
封

－eea‘
 

結

（勤め人を！除
r、午後

3:00～ 7:00 職工会館23（月）く。）

午後
l :30～ 3:00 6（金〕65歳以上'* ＂＇グF

険人 福W:・むンター区I
 

L

－
 

－
 i
 

老

11 （水） ｜午後
I :30～ 3:00 

疾

一 一 ぜかいで｜竺 I：~－＝－－＂OO_L_ 
上I1sc水） I 11二後 I ;J＇在池、花房

I I l :OD～ 3:00 I 山崎新、棚

者｜加金） I ·~i;i~o～ 10=30 

境公民舘

黒 部 保 健 所
泊 支 所

境

区本日康健
病 i也全

小干E池公民館歳以35 成人病検診予

中央農協
五箇庄支wr 600円i検査料五箇庄地区望希腎の集団検診

ri方

母子手｜阪持参福祉センター区地全
午後
1 :oo～ 3:00 皇！~~~~i I 17閃3 歳児検診

注

意

！
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
｜

火

気

lこ

七
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
キ
ャ
ン
プ
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
の
乙
と
を

守
っ
て
楽
し
い
キ
キ
ン
プ
を
し
ま
し
ょ

rhノ
。－

キ
ャ
ン
プ
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
消

防
署
へ
属
出
る
と
と

－
立
木
及
び
テ
ン
ト
等
か
ら
一
一
一十
メ
ー
ト

ル
以
上
離
れ
た
場
所
で
行
う
こ
と

－
火
の
直
径
を
）
・
五
メ
1
ト

W
以
上
に

し
な
い
ζ

と

－
火
を
粗
暴
に
扱
わ
な
い
乙
と

．
午
俊
十
時
ま
で
と
す
る
こ
と

－
終
了
後
は
完
全
に
消
火
し
、
確
認
す
る

と
と

・
気
象
の
状
況
に
よ
り
火
災
の
予
防
上
危

険
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
火
の
使

用
を
制
限
し
ま
す
。

以
上
の
事
項
を
山
リ
ら
な
い
と
き
は
、
キ

ャ
ン
プ
ブ
ア
イ
ヤ
l
の
禁
止
を
命
ず
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

〈朝
日
町
消
防
署
雪
ぺ
1
0
00
九）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ー
社
会
福
祉
協
議
会
｜

朝
日
町
社
《
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内

の
重
症
心
身
障
害
児
の
通
関
保
育
や
、

一

人
暮
ら
し
老
人
の
援
護
活
動
、
又
は
駅
や

バ
ス
停
な
ど
の
情
掃
及
び
美
化
奉
仕
に
協

力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（社
会
議

仕
す
る
人
）
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
た
た
か
い
善
意
を
社
会
の
た
め
に
と

お
思
い
に
な
る
方
の
申
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。
奉
仕
を
し
て
い
た
だ
く
時
聞
は
、

一
週
間
に
一
回
、
約
二
時
間
程
度
で
す
。

こ
の
，
ホ
ヲ
ン
テ
ィ
ア
は
、
側
入
、
ク
ヲ

プ
、
団
体
で
も
結
構
で
す
。

申
込
み
さ
れ
る
万
は
、
七
月
末
日
ま
で

朝
日
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
、
朝
日
町
社
会

福
祉
協
議
会
〔
智
一一a

｜

0
．4
七
六
）
へ
連

絡
願
い
ま
す
。

(8) 

電
話
工
事
の
申
込
は

お

早

め

に

転
居
、
改
築
な
ど
で
電
話
機
を
移
転
す

る
と
き
ゃ
、
お
店
の
な
か
で
電
話
般
を
移

動
す
る
と
き
は
、
十
五
日
ぐ
ら
い
前
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ど
希
望
の
日
に
工
事
が
で
き
ま
す
よ
う

に
工
事
予
約
を
突
胤
し
て
い
ま
す
の
で
、

余
絡
を
も

っ
て
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

（
朝
日
従
報
従
話
局
管
一
一1
l
）
0
0
0）

安
全
で
楽
し
い
七
夕
を

最
近
の

「
七
夕
」
は
、
さ
お
が
長
く
、

飾

η
も
塚
市
に
は
り
、
ア
ル
ミ
は
く
な
ど

が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
市
総
に
近
い

と
こ
ろ
で
は
危
険
で
す
か
ら
、
十
分
勝
れ

た
場
所
に
し
っ
か
り
閥
定
し
ま
し
ょ
う
。

（北
陸
電
h
A
m
営
業
所
）

r・-6月の町内交通事故数町一

L._ ..一交通ルールを守ろう・－一－－ー刷

負傷者

16 

6 

22 

死者

。
。
。

件数

12 

5 

17 

月

l～5月

本年累計

E月


